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 市民のスポーツ施設に対するニーズについて 

 

  【H29年 9～10月実施 市民アンケート調査より】 

① 現施設の利用状況・満足度 

 体育センターは、市内スポーツ施設のうち、サンドーム日向に次いで利用頻度が高い。 

サンドーム日向（41.4％）、体育センター（23.9％） 

また、利用者数も、市内スポーツ施設のなかで一番多く（約 5 万 7 千人／年）、稼働

率も 100％の状況である。 

一方で、体育センターは不満足の割合が市内スポーツ施設のなかで最も高くなってい

る。（12.7％） 

②今後のスポーツ施設の在り方 

 「必要性が高い施設と低い施設の整備についてメリハリをつけるべき」と いう意見

が最も多くなっていることから（59.6％）、本市の厳しい財政状況を考慮すると、施設

整備・改修の優先度を明確にしていく必要がある。 

③市内スポーツ施設の将来像 

 お倉ケ浜総合公園は「市外からスポーツ観戦者等が集まる拠点」、大王谷運動公園は

「市民スポーツ競技の拠点」、その他のスポーツ施設は「市民レクリエーションの拠点」

と考えている 割合が最も多くなっていることから、お倉ケ浜総合公園ではスポーツキ

ャンプや各種大会の実施、大王谷運動公園では市民が気軽に利用できるスポーツ施設の

充実を図って いくという、役割分担による施設整備が考えられる。 

④施設・設備の充実内容 

 機能強化をすべきスポーツ施設については 、お倉ケ浜総合公園では「野球場」、大王

谷運動公園では「陸上競技場」、その他のスポーツ施設では「体育センター」との意見

が最も多く、これらは利用頻度が高い施設とも合致していることから、利用頻度が高い

陸上競技場や体育センター等の充実を図ってほしいという市民のニーズが高いことが

うかがえる。 

その他のスポーツ施設における機能強化内容として意見が多かったのは、割合の多い

内容順に、「防災拠点となること」(34.0%)、「競技関連設備・備品の充実」(32.9%)、「ト

イレ等の設備の充実」(31.8%)、「バリアフリーの対応」(29.7%)、「競技スペースの充実」

(23.2%)、「使いやすい駐車場・駐輪場」(21.5%)、「観客席の充実」(14.6%)となってい

る。また、大王谷運動公園でも、「防災拠点となること」(43.7%)が機能強化も求める一

番の内容であった。 

自由意見でも「洋式トイレの整備」など設備面に関する意見や、「施設の予約が取り

取りづらい」などの施設利用に関する意見、「大規模災害発生時の避難場所の充実」な

どの防災に関する意見などが挙げられていることから、競技や観戦を快適に行えるこ

と、充実した設備を利用できること、災害時の防災拠点として機能することなどが求め

られていることがうかがえる。 
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新たに必要なスポーツ施設としては、「総合体育館・武道館」が最も多く（40.3％）、

以下の「新たな施設は必要ない」（27.8％）、「グランドゴルフ場」（10.2％）、「クライミ

ングウォール」（9.3％）・・・と比しても割合が高い。また、自由意見でも総合体育館

整備を望む意見が多く挙げられていることから、特に総合体育館・武道館に対する整備

のニーズが高いことがうかがえる。 

その他の自由意見として、「健康長寿を目的とした施設の整備・充実」などの健康づ

くりのための施設整備に関する意見や、「プロスポーツキャンプ、大会の誘致」に関す

る意見、「プロスポーツキャンプ、大会の誘致」に関する意見、「施設までの交通アクセ

スの充実」に関する意見などがあり、少子高齢社会への対応、キャンプ・大会でのスポ

ーツ施設利用などが求められていることがうかがえる。 

 

 

 

 


